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巷
で
流
行
の
「
文
房
具
」。
ア
イ
デ
ィ
ア
満
載
、

便
利
で
お
洒
落
な
グ
ッ
ズ
が
次
々
登
場
し
ま
す
。

使
っ
た
後
は
引
き
出
し
に
し
ま
わ
ず
と
も
部
屋

の
イ
ン
テ
リ
ア
に
。
そ
ん
な
文
房
具
へ
の
こ
だ

わ
り
は
、
実
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
や
近
代
の
文
房
具
は
、
実

用
的
で
あ
り
な
が
ら
工
芸
的
な
仕
上
が
り
や
遊

び
心
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
多
く
の
日
本
人
を

魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
松
浜
軒
の
展
示
場
で
は
企
画
展
「
香
道

具
と
文
房
具
」
を
開
催
中
。
こ
の
な
か
で
、
ぜ

ひ
注
目
し
て
ほ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、八
代
の
名
産「
白
島
石
細
工
」で
す
。
八
代「
白

島
（
現
・
郡
築
一
番
町
）」
産
の
石
灰
岩
を
細
工

し
て
作
っ
た
工
芸
品
で
す
。
製
作
に
携
わ
っ
た

職
人
た
ち
は
、普
段
「
八
代
御ご
ふ
し
ん
か
た

普
請
方
」
に
属
し
、

松
浜
軒
／
松
井
文
庫
の
至
宝

　

将
軍
家
に
も
献
上
し
た
八
代
名
産  ｢

白
島
石
細
工｣

八
代
城
の
修
補
や
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
石
細
工
の
注
文
が
入
る
と
、
そ
ち

ら
に
専
念
し
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。
八
代
海
に

浮
か
ぶ
島
々
は
石
灰
岩
の
産
地
、
八
代
城
の
石

垣
に
も
石
灰
岩
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
白
島
石

細
工
は
、
八
代
城
に
携
わ
る
職
人
の
伝
統
あ
っ

て
の
工
芸
品
な
の
で
す
。

　
白
島
石
細
工
に
は
石
灰
岩
独
特
の
輝
き
が
あ

り
、
磁
器
と
は
違
う
魅
力
を
放
っ
て
い
ま
す
。
松

浜
軒
庭
園
に
あ
る
手ち
ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
も
白
島
石
細
工
。
同

様
の
手
水
鉢
は
、
か
つ
て
将
軍
家
へ
の
献
上
品

で
も
あ
り
ま
し
た
。
写
真
の
文
房
具
は
、
幕
末

～
近
代
の
文
人
趣
味
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。
棒
状
の
文
鎮
の
ほ
か
、
山
や
兔
、
瓢
ひ
ょ
う
た
ん箪

を
模
か
た
ど

っ
た
愛
く
る
し
い
文
鎮
は
、
現
代
の
イ
ン

テ
リ
ア
と
し
て
も
馴
染
み
そ
う
で
す
。
白
島
石

細
工
が
再
び
注
目
を
集
め
る
日
も
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　（
博
物
館
学
芸
員
　
石
原 

浩
）

【
展
示
案
内
】

企
画
展　

「
香
道
具
と
文
房
具
」

会
　
期
　
開
催
中
～
７
月
３
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
※
入
園
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

会
　
場
　
松
浜
軒

閉
園
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ

　
　
　
　
の
翌
日
）

観
覧
料
　
一
　
　
般
　
５
０
０
円

　
　
　
　
小
中
学
生
　
２
５
０
円

問
合
せ
　
松
浜
軒
／
松
井
文
庫

　
　
　
　
☎
33
０
１
７
１

白島石細工 文鎮
（19 世紀　松井文庫所蔵）

９：00 オープニング演奏 ９：30 開会

問合せ　「ふる郷愛鏡祭実行委員会」事務局
　　　　（鏡支所地域振興課内）☎52-1111

☆かがみ食フェスティバル「鏡うまかもん大集合 !!」
☆第5回漬物名人コンテスト
☆参加型イベント
　「畳投げ大会」「大漁ミニ網入れ体験」「野点」
　「魚のつかみ取り大会」「伝承遊び」「いも掘り体験」
　「ジョギングフェスティバル」など
☆動物戦隊ジュウオウジャーショー（観覧無料）
☆郷土芸能披露
☆フリーマーケット、企業ＰＲコーナー、特産品展示販売、
　特産品が当たる抽選会など

鏡支所、
鏡文化センター周辺

５月22 日  (日)

第31回


